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地域の課題解決に向
けた研究開発 

更なる高速化に向けた
基盤技術の研究開発 

２、次世代無線通信システムにおける基盤技術の研究開発 
① シングルユーザ／マルチユーザMIMO技術の研究開発 
② 高機能フレーム同期、高速追随型適機能を有するOFDM変復調技術の研究開発 
③ アドホックネットワークにおける経路制御技術の研究開発 
 

平成19年度安曇野市における情報化に関する主な課題 
課題１：住民に安心・安全を提供可能な通信サービスの実現 
課題２：自宅におけるインターネット利用率の向上とネットサービスの有効性 
     への啓発 
課題３：住民の情報リテラシーの向上 

１、高速無線通信システム／サービスの研究開発 
① 高速無線通信システムを含む実験ネットワークの構築と基本特性の評価  
 地域に安心・安全を提供する通信サービスとして、 
② ライブカメラシステムの実現 
③ ライフレコーディングシステムの実現 
④ ICT防災無線システムの実現 
 



実験ネットワークの構成図 
 



実験ネットワークの概要 



（長峰山エリア） （穂高エリア） 

受信電力分布の測定結果 



穂高エリア  長峰山エリア 

受信電力累積分布 



穂高エリア 長峰山エリア 

受信電力対スループット特性 



評価 評価内容 比率 （％） 

５ 大変良い １１ 

４ 良い ４０ 

３ 普通 ３６ 

２ 悪い １３ 

１ 大変悪い ― 

サービスエリアについてのモニタ評価結果 
(総計：１７５) 
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固定型ライブカメラシステムの概要 



評価 評価内容 比率 （％） 

５ 大変良い １６ 

４ 良い ３５ 

３ 普通 ３４ 

２ 悪い １２ 

１ 大変悪い ― 

固定型ライブカメラシステムのモニタ評価結果 
(総計786) 
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評価 評価内容 比率 （％） 

５ 大変良い ５２ 

４ 良い ３６ 

３ 普通 １２ 

２ 悪い ― 

１ 大変悪い ― 

可搬型ライブカメラシステムのモニタ評価結果 
(総計50) 

可搬型ライブカメラシステムの概観 
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ライフレコーディングシステムの構成 
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1週間、2人分の測定結果の表示例 



評価 評価内容 比率 （％） 

５ 大変良い １５ 

４ 良い ３５ 

３ 普通 ３８ 

２ 悪い １２ 

１ 大変悪い ― 

ライフレコーディングシステムのモニタ評価 
（総計８５） 
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無線端末の概観 

端末管理画面例 

ICT防災無線システムの概要 



評価 評価内容 比率 （％） 

５ 大変良い １７ 

４ 良い ３９ 

３ 普通 ３３ 

２ 悪い １１ 

１ 大変悪い ― 

ICT防災無線システムのモニタ評価 
（総計72） 
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平成２２年８月６日研究成果発表会（安曇野市穂高総合支所）での様子 
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平成２１年～平成２２年の報道掲載状況 
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基盤技術の研究開発 



基盤技術の研究開発 

■ MIMO技術 
■ 高機能フレーム同期、高速追随機能付OFDM変復調技術 
■ 経路制御技術 
 
国際会議論文：５件 
国内学会発表：１６件 
特許出願   ：１件 
表彰      ：１件  Best Paper Award （from IEEE ） 

賞状と楯 



まとめと今後の予定 

まとめ 
■ WiMAXシステムを用いた高速無線通信ネットワークを実現 
 
■ 地域に安心・安全を提供する通信サービスを実現し、市民 
  によるモニタ実験を実施 
 
■ 更なる高速化に向けた基盤技術の確立 
 

今後の予定 
■ これまでの実験ネットワークを活用し新たに三郷エリアに 
  無線基地局を１局増設して実験規模を拡大 
 
■ 地域に安心・安全を提供可能な通信サービスを充実させ 
   て、市民によるモニタ実験を継続評価 


